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これから右図の（図 1），（図 2）より，θ のとり得る値の範囲は α，

β を用いて
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①において，等号は 4点 O，A，B，Cが同一平面上にあるときに成

立して，左側の等号は（図 2）のときに成立し，右側の等号は（図 1）

のときに成立する。
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